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日

時

令
和

年

月

日
（
金
）

5

2

24

時

分
～

時

9

30

12

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

大
会
規
則

チ
ー
ム
対
抗
と
す
る

（1）
総
対
戦
の
リ
ー
グ
戦
す
る

（2）

人
対

人
で
対
戦
し
、

（3）
3

3

持
ち
玉
は

人

球
と
す

1

2

る

表

彰

位
ま
で
表
彰

3

参
加
料

無
料

参
加
資
格

末
崎
町
民

（
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
申
込
み試

合
当
日
大
会
受
付
に
て

申
込
み
願
い
ま
す
。

事
前
申
込
み
は
、
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
ま
で

（

ー

）

29

2
9
5
5

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

※
・
・
ボ
ッ
チ
ャ
っ
て

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
・
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

で
す
。
白
い
ボ
ー
ル
（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ

ー
ル
）
に
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ

球
6

の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
、
転
が
し
た

り
、
当
て
た
り
し
て
い
か
に
近
づ
け

る
か
を
競
い
ま
す
。

・・ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習
日
ご
案
内
・
・

令
和

年

月

日
（
金
）
か
ら
毎
週
金

4

12

2

曜
日
午
前

時
～

時
ま
で
練
習
を

10

12

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
気

楽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

重
篤
に
な
ら
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
い

う
気
持
ち
も
ど
こ
か
に
あ
る
。
そ
こ

に
は
「
罹
っ
た
ら
罹
っ
た
時
さ
」
と

開
き
直
っ
て
い
る
自
分
が
い
る
。
そ

れ
故
、
皆
そ
れ
な
り
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
で

も
ど
こ
か
す
っ
き
り
し
な
い
モ
ヤ
モ

ヤ
感
が
あ
る
。
こ
れ
がW

ith

コ
ロ
ナ

と
い
う
も
の
か
と
思
っ
た
り
し
て
い

る
。
只
々
終
息
を
願
う
ば
か
り
だ
。

一
方
、
漁
業
に
目
を
向
け
る
と
昨

年
の
サ
ン
マ
、
秋
サ
ケ
の
大
船
渡
市

魚
市
場
へ
の
水
揚
げ
量
は
、
一
昨
年

に
比
し
て
や
や
上
回
っ
た
も
の
の
低

い
水
準
に
と
ど
ま
っ
た
。
特
に
サ
ン

マ
は
数
量
、
金
額
と
も
本
州
ト
ッ
プ

で
あ
る
が
平
成

年
の

％
に
も
達

23

20

し
て
い
な
い
状
態
と
い
わ
れ
る
。
「
サ

ン
マ
漁
獲
量
低
下
の
原
因
に
は
海
水

温
の
上
昇
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
よ
り
日
本

を
含
め
た
各
国
が
サ
ン
マ
を
獲
り
す

ぎ
て
資
源
自
体
が
激
減
し
て
い
る
か

ら
」
と
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社
の

片
野
歩
氏
は
指
摘
す
る
。

南
太
平
洋
・
ト
ン
ガ
沖
の
海
底
火

山
で
昨
年

月

日
、
大
規
模
噴
火

1

15

が
発
生
し
、
日
本
各
地
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
気
仙
沿
岸
の
養
殖
施
設

も
被
害
を
受
け
た
。

年

頭

の
ご
挨

拶

令
和

年
の
年
頭
に
当
た
り
、

5

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
何
と
い
っ
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
意
識

し
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ

た
一
年
だ
っ
た
。

月

日
、
各

3

11

地
で
行
わ
れ
た
東
日
本
大
震
災
か

ら

年
目
の
追
悼
式
も
縮
小
。
大

11
船
渡
で
開
催
予
定
だ
っ
た
全
国
椿

サ
ミ
ッ
ト
も
中
止
。
ま
た
、

月

4

か
ら

月
に
か
け
て
町
内
各
団
体

5

の
総
会
等
も
書
面
議
決
と
な
っ
た
。

月
の
お
盆
の
頃
は
再
び
増
加
し

8た
が

月

月
と
下
降
傾
向
が
続

9

10

い
た
の
で
収
束
に
向
か
う
の
か
な

と
思
っ
て
い
た
。
感
染
症
の
専
門

医
は
、
寒
く
な
れ
ば
一
層
増
え
る

と
言
っ
た
。
寒
く
な
れ
ば
空
気
は

乾
燥
す
る
し
、
ど
う
し
て
も
部
屋

を
密
閉
す
の
で
換
気
が
悪
く
な
り

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
予
測
、

そ
の
通
り
と
な
っ
た
。

月
か
ら

11

月
に
か
け
て
感
染
が
一
気
に
拡

12大
、
今
ま
で
に
な
い
感
染
者
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
感
染
に
対
し
て

以
前
よ
り
神
経
質
で
な
く
感
染
を

恐
れ
な
く
な
っ
て
い
る
表
れ
で
も

あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
も

回
も
受
け
て

4

 

8 虎舞について
(１) 三陸海岸の虎舞の縁起・由来 (その 1)
三陸海岸に多く伝わっている虎舞の起源は、次の三つに

区分することができます。
①閉伊頼基が将兵の士気の鼓舞のために始めた。
約 780 年前、鎮西
八郎為朝の三男閉伊
頼基が岩手県の釜石
周辺を治めていた時
代に、将兵の士気を
鼓舞するために、虎
のぬいぐるみをつけ
て踊らせたのが始ま
りと言われていま
す。

例 釜石市 尾崎虎舞、平田虎舞等
②国姓爺合戦(こくせんやかっせん)の虎調伏の場面の再現。

山田町の大沢虎舞の場合 山田町史より抜粋(要旨)
『大沢虎舞はおよそ 250 年前、江戸時代の中期、吉里吉

里善兵衛家運隆昌のころ、遠く江戸や長崎に交易し、その
富は三陸沿岸随一といわれた。その時、船方として乗った
大沢村の衆が江戸で知ったか、長崎で見覚えたか、村の祭

に虎舞を出し笛や太鼓の拍子や囃子もにぎやかに舞い歩き、
神に奉納したのが始まりであるといわれる。
大沢虎舞のストーリーは、中国、明の国は 17 代思宗列帝の
時代(1600年代)に鄭芝竜(ていしりゅう)という忠臣がいた。
鄭芝竜は戦に敗れて日本の平戸(長崎県平戸市)に亡命し、

平戸の有力者の娘と結婚し、鄭成功(ていせいこう)(日本名

和藤内・和唐内、わとうない)が生まれ、この和藤内が成
長し中国(当時は清朝)に帰り明を再興させるために活躍す
ることになる。中国に上陸し姉の居城の獅子ヶ城に行く途
中の千里ヶ竹という虎の住む大藪で、大虎に遭遇し虎退治
(調伏・ちょうぶく)をする物語です。

その後、和藤内(日本名)は明の皇帝から「国姓爺」の姓
を賜るとともに鄭成功となのりました。
例 山田町 大沢虎舞、釜石市 松倉虎舞、両石虎舞、
大槌町 吉里吉里虎舞、安渡虎舞等 （紀）

獅子舞・権現様・虎舞について 8

釜石市 尾崎青友会の尾崎虎舞

噴
火
は

規
模
も
大
き
く

爆
発
的
だ

っ

た
た
め
急
激
な

空
気
の
膨
張
な

ど
で
周
辺
の

気
圧
が
変
化

し
、
そ

れ
が
大
気
の
波
動
と
し
て
広
が
り
、

潮
位
の
上
昇
を

も
た
ら
し
た
。
こ

う
い
う
気

象
現
象
に
よ

っ
て
起
き

る
津

波
を
「
気
象

津
波
」
と
い
う

こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
。

暗
い
話

ば
か
り
で
は

な
い
。
二

十

歳
の
若
者
、

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ

ー
ン
ズ
の

佐
々
木
朗
希

投
手
が

4

月

日
の
オ
リ
ッ

ク
ス
戦
で
、
プ

10
ロ
野
球
史
上

最
年
少
で
完

全
試
合

を
成
し

遂
げ
た
。
多

く
の
フ
ア
ン

が

テ
レ
ビ
の
前

に
釘
付
け
に
な
り

熱
い
声
援

を
送
っ
た
。

し
か
も
次

の

月

日
の
日

本
ハ
ム
戦
で
も

4

17

回
ま
で
完
全

投
球
。
実
に

イ

8

17

ニ
ン
グ

連
続
無
安
打

の
日
本
記
録

も

樹
立
。
入
団

当
時
か
ら
「
令
和

の
怪
物
」

と
い
わ
れ
て

い
た
が
そ

の
真

価
を
証
明
し

た
。
今
春
開
催

さ
れ
る

W
BC

（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ

ッ
ク
）
へ
の

出

場
も
決
ま
っ

て
い
る
。
将
来
は

岩
手
の
誇

り
で
あ
る
大
谷

翔
平
選

手
や

菊
池
雄
星
選
手

の
よ
う
に
大

リ
ー
グ
で
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

佐
々
木
投
手
の
活
躍
は
コ
ロ
ナ
禍
、

物

価
高
で
景
気
が

低
迷
し
て
い
る

中

、

元

気

や

勇

気

を

与

え

る
光

と
な
っ
て
い
る
。

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ
イ

ナ

侵

攻

は

人

道

面

、

経

済

面

で

世

界

に

大

き

な

衝

撃

と

影

響

を

与

え

て

い

る

。

日

本

も

そ

の

影

響

を
受

け

て

い

る

一

国

だ

。

さ

ら

に

日

本

は

大

幅

な

円

安

に

も
見

舞

わ

れ

諸

物

価

高

騰

に

拍

車

が

か

か

っ

た

。

経

済

専

門

家

の

今

年

の

経

済

の

見

通

し

は

、

世

界

経
済

・

日

本

経

済

と

も

に

厳

し

い

と

い

う

。

日

本

の

景

気
は

低

空

飛

行

を

続

け

る

公

算

が

大

だ

と

読

ん

で

い

る

。

し

か

し

新

年

は

卯

年

、

株

式

市

場

で

は

「

卯
は

跳

ね

る

」

と

い

う

格

言

が

あ

る

。

卯

年

に

つ

い

て

は

、
兎

は

跳

ね

る

特

徴

が

あ

る

た

め

、

景

気

が

上

向

い

た

り

、

回

復

す

る

と

い

わ
れ
て
い
る
。

新

年

は

「

コ

ロ

ナ

の

な

い

日

常

」

と

「

景

気

が

上

向
き

、

安

定
し
た
経
済
」
が
と
り
戻
さ
れ
、

安

心

し

て

心

穏

や

か

に
暮

ら

せ

る

社

会

に

な

る

よ

う

期

待

し

て

い

る

。

皆

様

に

は

、

漁
業

も

活

気

づ

く

水

揚

げ

に

な

り

、

災

害

も

な

い

、

幸

福

を

感

じ
る

年

に

な

り

ま

す

よ

う

ご

祈

念

申

し

上

げ

、

年

頭

の

ご

挨

拶

と
い

た

し

ま
す
。

★
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

の
ご
案
内

あ
な
た
も
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

し
ま
せ
ん
か

初
心
者
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

年
通
し
て
、
毎
週
火
曜
日
午
前

～

1

10

時
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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民

主
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末
崎
地
区
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民
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（

ー

）

29

2
9
5
5

共

催

末
崎
体
育
協
会

世
話
人

田
畑
基
雄
氏

（

ー

）

29

2
3
2
3

そ
の
他

参
加
し
た
い
方
は
予
約

等
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

練
習
日
に
運
動
靴
を
持

っ
て
来
館
し
て
下
さ
い
。

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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